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静岡県浜松市西部の秩父帝から産出する放散虫化石
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Shizuoka Prefecture， J apan 
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はじめに

静岡県浜名湖北方の山地は，赤石山脈の南西に位置

し，この山系の延長部は，静岡県と愛知県を境する八

名弓張山地，渥美半島の山地へと続く.この地域には

主に秩父帯の地層が分布し，渥美半島西部地域から永

井・石川 (1995)，Ohba and A由chi(1995)， Ohba (1997)が，

浜名湖北西地域からは，水垣(1985)が放散虫化石を報

告しており，その形成年代はジュラ紀以降とされてい

る.また，家田・杉山 (1998)は豊橋市東部から三畳紀

中世を示す放散虫化石を報告している.

浜松市西部には，井伊谷層と考えられている(磯見，

1958)地層が分布する丘陵地が，北方の山地(秩父帯に

属する)から離れ，第四紀の平坦面から島状に突出し

ている.この地域は，浜名湖周辺の秩父帯の構造発達

史を考察する上で重要な地域である.今回，浜松市西

部の舘山(舘山寺町)・大草山(呉松町)の露頭から，ベ

ルム紀， 三畳紀および、ジユラ紀の放散虫化石を得たの

で報告する.

地質概説

浜名湖周辺の秩父帝は，斎藤 (1955)，磯見 (1958)， 

小林(1964)，磯見・井上(1972)などにより調査され，

砂岩・チャート・粘板岩からなる都困層と主にチャート・

粘板岩からなる井伊谷層に分けられ，井伊谷層は見か

け上，下位の都困層と断層で接している(斎藤， 1955). 

舘山・大草山付近の地質構造は，走向が東北東 西

南西で，一般に北傾斜である.主にチャート・珪質頁

が含まれることは知られていた(磯見， 1958;小林，

1964など)が，詳細な報告はない.

大場(2000)は，この地域の秩父帯の西方延長部にあ

たる渥美半島地域の地質をジ、ユラ紀付加体とし 5つ

のユニットに区分したが，豊橋東部，浜名湖北部へと

続く秩父帯との関係は不明である.

産出化石およびその年代

舘山・大草山地域の露頭(第l図)において， 50個の

チャートと細粒砕屑岩を採取し，露頭A，B， Cからペ

ルム紀，露頭Dから三畳紀，露頭Eからジュラ紀の放

散虫化石を得た.代表的な化石の電子顕微鏡写真を第

2図に示す.本地域のチャートの多くは，再結晶化が

進み，放散虫化石の保存は良くない.

岩および泥質岩からなり，多数の断層が認められる. 第1図.露頭位置図.地形図は国土地理院発行2万5千分のl

これまで舘山の一部をなす赤色チャートに放散虫化石 地形図 「三ヶ日J.，気賀jを使用.
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第2図.放散虫化石の電子顕微鏡写真(スケールはすべて100μm).

1. Albaillella sp. cf. A. triangularis Ishiga， Kito and Imoto， (C-l :TMNH05675) 

2. Albaillella sp. A， (C-1:TMNH05676) 

3. Albaillella sp. B， (C-1:TMNH05677) 

4. Eptingium sp. cf. E. manfredi Dumitrica， (D-1:TMNH05678) 

5. Follicucullus? sp.， (A-2:TMNH05679) 

6. Transhsuum sp. cf. T. hisuikyoense (Isozaki and Matsuda)， (E-2:TMNH05680) 

7. Nazarovella? sp.， (A-l:TMNH05681) 

8. Parahsuum ? sp.， (E-2:TMNH05682) 

9. Pseudostylosphaera sp.， (E-l:TMNH05683) 

10. Transhsuum sp.， (E-2・TMNH05684)

11. Triassocampe coronata Bragin， (D-l :TMNH05685) 

12. Triassocampe sp. cf. T. coronata Bragin， (D-l :TMNH05686). 
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露頭Aの白色から赤色の層状チャートは，単層厚が

3~ 10cm前今後で，全体が単斜構造である .放散虫化石

が得られたのは，淡赤色チャート (A-1)と淡灰色チャ

ート (A-2)である.露頭Bの赤色層状チャート (B-l)は，

単層厚が2~10cm程度，泥質部は数mm以下で、薄く，

数10cmの間隔で厚さ 1~2cmの泥質層を挟む. 露頭A，

Bの試料から得られた種は， Fo1licucul1us? sp.， Nazaro-

vel1a ? spである.これらは， Ishiga ( 1986)のFo1licucul1us

属を含む群集帯の要素と考えられ，その年代はベルム

紀中世後期からベルム紀新世と考えられる.

露頭Cは，層状チャート・層状珪質頁岩が変形した

部分と考えられる.レンズ状に百|き伸ばされた長さ30cm

前後の珪質頁岩(c-l)から得られた種は，Albail1ella sp. 

cf. A. triangularis Ishiga， Kito and Imoto， Albaillella spp. 

浜

名

湖

昌泥質岩

回目砥石型珪質粘土岩

であり， Ishiga (1986)のNeoal baj1J ell a optima群集帯

および Follicucullusscholasticus群集帯の構成要素で

あり，その年代はベルム紀中世後期からペルム紀新世

中期と考えられる . 露頭Cの北方約100~150m聞に珪

質粘土岩が泥質岩を挟んで繰り返し露出している(第3

図).この珪質粘土岩は，綾密で均質な組織をもち，

弱い剥離性があり，破断面には黄鉄鉱の微粒子が点在

する.また，新鮮な面では灰色を呈し，風化面では黄

色味を帯び，厚さ 2~5cm程度のやや鱗片化した有機

質黒色頁岩を挟む.この珪質粘土岩は，これらの特徴

からImoto( 1984)の砥石型頁岩(“Toishi-type"sha1e)に

対比され，下部三畳系をなすいわゆる砥石型珪質粘土

岩 とみなすことが可能である.このことは，露頭Cの

珪質頁岩が下部三畳系の砥石型珪質粘土岩の下位をな

していた可能性を示唆している.

露頭Dの灰色層状チャート (D-1)は，単層厚が2~

6cm前後で，泥質部は0 .5~2cm程度.この側方には複

数の断層で切られた層状珪質頁岩が露出している.試

料D-1から得られた種は，Triassocampe coronata Bragin， 

Eptingium sp. cf. E. manfredi Dumitricaなどであり，

Triassocampe属が普通に含まれていた.これらは

Sugiyama(1992)のTriassocampecoronata群集の構成要

素であり，その年代は三畳紀中世を示すと考えられる.

露頭Eの灰色層状チャート (E-1)は，単層厚が3~

lOcm前後，泥質部は数mm以下で薄い.試料巴lからは，

目白~灰色層状チャート Pseudostyl仰 haeraspを得た.この南側に断層で接す

る泥質岩中に含まれる，レンズ状に引き伸ばされた長

~赤色層状チャー卜

一」層理面

一且ー断層面

100m 

50m 

O 

第3図.化石産出地点 (c-l)と周辺のルートマップ.

さ50cm程度の珪質頁岩(E-2)からは，Transhsuum sp 

cf. T. hisuikyoense (Isozaki and Matsuda)， Transhsuum 

sp.などが得られた.これらはHori(1990)のHsuum

hisuikyoense群集帯の構成要素で、あり，その年代はジ、ユ

ラ紀中世と考えられる.

今回，浜松市西部の秩父帯において，砥石型珪質粘

土岩とベルム紀， 三畳紀およびジュラ紀放散虫化石を

見いだした.この地域でも他の秩父累帯とほぼ同様に，

ベルム紀中世からジ、ユラ紀中世の珪質頁岩・チャート

を含むことが明らかになった.今後，さらに野外調査

とマトリックスの泥質岩中の放散虫化石等の検討を加

えることにより，豊橋から浜名湖北方地域の秩父帯の

堆積岩コンプレックスの構造・付加体形成年代につい

て，解明していきたい.
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